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1. はじめに 
1-1. 背景と目的 

日本は災害大国として毎年，全国各地で災害

が発生しており，市民の防災への意識が高まっ

ている.それに伴って，近年特に災害対策が進

められている. 

平成 7年の阪神・淡路大震災では，倒壊した

家屋や座屈したビルの下敷きとなり，多数の圧

死者・負傷者が報告されている.その中で，倒

壊した家屋などに閉じ込められた人に救助の

内，公助によって助けられた人は 1.7％にとど

まり，97.5％の人は自力や家族，友人や隣人，

地域住民の協力によって助かっている.災害発

生直後は公助だけでは限界があり，ほとんどの

人たちは自助・共助によって助かっている.そ

のため，災害発生直後においては自分や家族な

どによる自助や隣人や近隣のコミュニティに

よる共助の必要性がたびたび言われている. 

しかし，現在少子化によって地域コミュニテ

ィの希薄化が顕著にあらわれており，今後大災

害が起きた際に住民同士の助け合いができな

い可能性が考えられる.そのため，災害時に相

互共助を行うことができる関係性の再構築が

地域課題の一つとされている. 

 そこで本研究では,住民と消防団を繋ぐ消防

団に着目し，消防団の視点から住民が行ってい

る防災活動を調査することで防災活動におけ

る課題について明らかにし，住民の防災活動か

ら地域コミュニティの形成について考察する

ことを目的としている. 

本稿では,千葉県習志野市を対象に地域住民

が行っている町内会や自治会,自主防災組織の

防災活動と消防団の活動の現状と課題につい

ての調査・研究を行う. 

1-2.研究方法・対象 
習志野市の自主防災組織は H25年～H31年ま

で防災まちづくり大賞を 4度，千葉県地域防災

力向上知事表彰を 5度受賞しており，習志野市

は防災の関心が高い地域である.また,消防団

活動をしており,協力体制があるため，習志野

市を対象として本研究を行う. 

習志野市における住民の防災活動を考察す

る上で本稿では，習志野市の職員や習志野市消

防本部,自主防災組織にヒアリングを行う. 

まず,習志野市の防災体制及び,防災組織の

枠組みについてまとめる. 

次に,習志野市の住民が行っている防災活動

と他団体との防災活動における連携体制につ

いて,まとめる. 

最後に住民の防災活動と連携体制の課題に

ついて,考察する. 

 

2. 習志野市の概要 
2-1.習志野市の位置や沿革 
 習志野市は千葉県の北西部に位置し，東は千

葉市，西は船橋市，北は八千代市に接し，南は

東京湾に面している. 

昔は，騎兵連隊・鉄道連隊が置かれ，軍都と

して発展したが，戦後の旧軍解体に伴って，軍

隊の街から文教住宅都市へと変化している. 

2-2.習志野市のコミュニティ区（地域区分） 
習志野市はコミュニティスクールの考え方

を基に，1小学校区を 1コミュニティと設定さ

れ，14 のコミュニティを習志野市ではまちづ

くりの最小単位とし,徒歩圏域としている.さ

らに 14 のコミュニティを基に，京成線の各４

駅と JR新習志野駅の駅勢圏を 5つの地域とし

て設定され日常生活圏域としている.（図 1） 

図１ 習志野市のコミュニティ区 
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2-3.習志野市の防災組織の枠組み 
 習志野市の防災組織は大きくは常備消防の

消防本部，非常備消防の消防団，町内会の自主

防災組織の３つに分けられる.（図 2） 

 常備消防である消防本部は公助,非常備消防

である消防団は公助と共助,自主防災組織であ

る町会や自治会は共助と自助を行う組織とな

っている. 

 消防団では平常時は地域住民と同じく習志

野市で仕事をしているが,火災時や大規模災害

時は消防本部と消防団が公助となり,消防本部

が指揮を取り,救助にあたっている.そのため,

消防団は公助と共助をつなぐ存在となってい

る. 
 

 
2-4.習志野市の防災組織の概要 

2-4-1.常備消防 

習志野市では常備消防が消防本部と中央消

防署,東消防署の 2 つの消防署,藤崎出張所,谷

津奏の杜出張所,秋津出張所の 3 つの出張所と

なっている. 

2-4-2.非常備消防 

習志野市の非常備消防は消防団があり，「自

分たちのまちは,自分たちで守る」という精神

に基づき地域防災のリーダーとして,日々訓

練・活動を行っている. 

習志野市では,消防団長,副団長及び本部員

からなる団本部と,第 1分団から第 8分団まで

の消防団で構成されている.また,各分団には

管轄区域が割り当てられている.管轄区域は主

に習志野市の地区区分によって分けられてお

り,昭和 29年に定められたものである. 

2-4-3.町内会  

習志野市では 249 団体の町内会や自治会が

あり,それを 14の町内会連合で束ねている. 

習志野市における町会は特定の地域に住ん

でいる人が所属しており,主に丁目ごとに分け

られている.自治会は特定の団体に所属してい

る人でマンションや団地などに存在している. 

習志野市の自主防災組織では「自分たちの地

域は自分たちで守る」という意識や連帯感に基

づき，災害による被害を予防し，あるいは軽減

するための活動を行うことを目的とし，地域住

民が自主的に結成する組織であり,習志野市で

は現在 240組織となっている. 

 

3. 習志野市における住民の防災活動 

3-1.習志野市の防災活動  
習志野市では年に一回習志野市総合防災訓

練を住民に対して行っており,市内の公立小学

校・中学校・高等学校の24カ所で防災訓練を行

っている.(表１) 

 習志野市では第一避難所に指定されている

小学校や中学校,高等学校などの学校施設で開

催されており,内容は応急救護や応急手当など

の訓練や防災資機材使用訓練,炊き出し訓練な

どが多く,自助よりも救護や避難所運営など共

助の内容が多くなっている.関係団体は市の避

難所職員や消防本部・消防団,民間企業であり,

避難所運営に関して,市の職員,消防本部,消防

団により救護や資機材訓練などのレクチャー

を行っている.そのほかの訓練については,各

地域の自主防災組織のリーダーと防災訓練の

内容などを話し合いのもと決めている.（表１） 

（消防本部）

（消防署・出張所）

非常備消防

（消防団）

自主防災組織

公設の消防期間

住民の自発的な

防災組織

団本部・8 つの分団

16 の町内会連合

229 組織の自主防災組織

地域住民

常備消防
公助

共助

自助

図２ 習志野市の防災組織の枠組み 

表１ 総合防災訓練会場別個別科目訓練
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3-2.消防団の防災活動 

 消防団の活動に関しては,習志野市の消防本

部の方と消防団の分団長にヒアリング調査と

資料分析を行う. 

 習志野市の消防団における防災活動として

は,月２回の定期訓練と 6 月に行われる操法大

会の訓練,年３回の 8 つの消防団に対して,消

防本部の職員の方と合同で訓練を行っている.

それに加え,管轄区域の町内会に対しての防災

訓練や町内会連合の方とまちづくり会議を行

っている. また,防災イベントなどに参加し,

市民に対して消火器の取り扱いや避難の仕方

などの啓蒙活動も行っている.（表２） 

主には,平常時と災害時と 2 つ活動があり,

災害時は,消防本部の指揮系統のもと木の切断

や倒れた塀の撤去,住民の救助・救出,避難誘導

などを行っている.平常時は災害時のための機

械・器具の確認や準備,火災時の消火活動のた

めの放水訓練や水利取り扱い訓練などを行っ

ている. 

また,火災時は,消火活動や鎮火後の対応,交

通整理など消防本部の後方支援を行っている. 

また,地域活動も行っており,祭りでの警備

や神輿の準備,屋台での火器取り扱い指導など

防災活動以外での活動も行っている.  

3-3.自主防災組織の防災活動 

習志野市の自主防災組織の中で総務省防災

まちづくり大賞に選ばれた自主防災組織を対

象に一戸建て団地,戸建て世帯,マンションの

3つの自主防災組織での調査を行う.（表３） 

 自主防災組織は組織の中で小さく分けてお

り, 本大久保ホームタウン自治会自主防災会

では北ブロック・西ブロック・中央ブロック・

南ブロックの 4 つに分かれている.またブロッ

クの中も約 7 班に分かれており,合計で 28 班

に分かれている.本一町会自主防災会では,町

内の 18 の通りごとに向かい合う３軒両隣の共

助活動の核となる住民を防災協力員として配

置している. 津田沼ハイライズ自主防災会で

はマンションの住人を 10 のグループに分け、

訓練などを行っており,どの自主防災組織も顔

が見える関係性の構築を目指している. 

 自主防災組織は活動として,町内会館や自治

会館があり, 本大久保ホームタウン自治会自

主防災会では,平常時でコミュニティハウスと

呼ばれる自治会館で防災訓練や講習などを行

い,緊急時には緊急防災センターを設置し,全

体の指揮や避難所設営,運営対応,要配慮者へ

の対応などを行っている. 津田沼ハイライズ

自主防災会では、特定の自治会館などは持って

いないが,マンションの敷地内で防災活動など

を行っている.自主防災組織の活動の場は主に、

町内会や自治会が平常時に会議などの活動を

している場所と同じ場所であることが分かる. 

マンションの自主防災組織の特徴としては

津波や水害,土砂崩れなどの災害対応の訓練を

行わない点と在宅避難を原則としているため,

避難活動は行っていないことがわかる 

防災内容をみると,どの自主防災組織も防災

活動にあまり変化はなく,災害時に自主防災組

織内で対応できるように自助から共助まで幅

広く防災訓練を行っていることがわかる.  

表２ 消防団の活動内容 

表３ 自主防災組織の概要 
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4．消防団の活動と住民の防災活動の関

係性 
消防団の活動区域は管轄区域,自主防災組織

の活動区域は町内会連合の区域と小学校区が

ある. 

 消防団と自主防災組織の連携として防災訓

練を行っている.防災訓練は自主防災組織が消

防団に依頼して行う場合と,習志野市の総合防

災訓練での合同訓練があげられる. 

消防団との防災訓練は自主防災組織によっ

て異なっているが,主に町内会や町内会連合の

単位で防災訓練を行っている.町内会連合で防

災訓練を行っている地域では消防団との訓練

を通して、各自主防災組織の防災リーダー同士

が会議を行っており連携をはかっている.そし

て,消防団の管轄区域と町内会連合の活動区域

をみると,一部を除いて,重なっていることが

わかる（図３）.消防団と町内会の圏域が重な

っていることで,住民との防災活動の連携が取

りやすいと考えられる. 

習志野市での総合防災訓練では学区別に防

災訓練を行っており,学区内の自主防災組織同

士で避難所の運営や応急救護・応急手当などを

行っている.そして,自主防災組織は避難区域

ごとの連絡会を開いており,自主防災組織は小

学校区での連携をはかって.しかし,小学校区

と町内会連合の区域や消防団の管轄区域と異

なっており,安否確認や消火活動などの活動と

避難活動の圏域がずれていることがわかる.

（図３） 

 また,消防団の活動として,祭りの警備や神

輿の準備の他に,月に一回,町内会連合まちづ

くり会議があり,消防団の分団長が出席してお

り,地域の方々と防災活動以外のところでも関

係性を築いている. 

 

5.まとめ  
 習志野市における住民の防災組織は,消防団

と自主防災組織の２つであり,多くの住民は自

主防災組織に所属し,防災活動を行っている. 
 自主防災組織は町内会や自治会の中にある

組織であり, 自助・共助のための防災訓練など

を行っており, 自主防災組織は町内会や自治

会などの一部であるため,その町内会や自治会

の規模での活動をしており,安否確認や防災委

員などを配置しており,自主防災組織の目的と

して顔が見える関係性を構築することである

が分かる.また,自主防災組織の活動内容を比べ

てみると,町会の自主防災組織やマンションや

団地の自治会で活動内容にあまり変化がない

ことがわかる. 
 消防団の防災活動としては,定期訓練や管轄

区域の住民に対して防災訓練,地域活動などで

町内会や自治会との連携を取っている.消防団

の圏域は町内会連合とほぼ同じ区域である.こ
れは消防団の管轄区域を定める際に町内会連

合の活動区域で分けられたのではないかと考

える.消防団と町内会や自治会の関係性として

防災訓練を行うだけでなく，祭りの警備やお手

伝いなども行っており,顔が分かる関係性を築

くことを大切にしていると考えられる. 
 また,課題として,習志野市の総合防災訓練

から見てわかるように自主防災組織は避難活

動の際は，小学校圏域で活動を行っており,町
内会や自治会などのコミュニティ区での防災

活動と異なっている点があげられる. 
 今後は町内会の方にヒアリングを行い,防災

活動の活動範囲とコミュニティ区,消防団の管

轄区域などの区域に着目し,住民の防災活動か

ら地域コミュニティの形成について考察して

いく. 
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図３ 防災組織の活動区域 
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